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三
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た

平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
通
常
議

員
総
会
で
平
成
三
十
年
度
の
事
業

活
動
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
活
動
計
画

　

我
が
国
の
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
推
進
に
よ
り
、
全
体
と
し

て
緩
や
か
に
景
気
回
復
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
仕
入
れ
コ
ス
ト
の
上

昇
や
個
人
消
費
の
低
迷
な
ど
に
よ

り
、
中
小
企
業
に
あ
っ
て
は
回
復

力
が
弱
く
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

経
営
環
境
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
昨
年
六
月
に
「
地
域

未
来
投
資
促
進
法
」
を
公
布
、
同

月
に「
未
来
投
資
戦
略
二
〇
一
七
」

を
発
表
し
、
第
四
次
産
業
革
命

（
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
、
Ａ

Ｉ
等
）
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ

ら
ゆ
る
産
業
や
社
会
生
活
に
取
り

入
れ
、
経
済
活
動
の
最
適
化
・
高

付
加
価
値
化
と
活
力
あ
る
経
済
社

会
を
実
現
し
て
い
く
と
し
ま
し
た
。

十
二
月
に
は
持
続
的
な
経
済
成

長
の
実
現
に
向
け
、「
生
産
性
革

命
」
と
「
人
づ
く
り
革
命
」
を
車
の

両
輪
と
し
た
、「
新
し
い
経
済
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
閣
議
決
定
し
、

「
生
産
性
革
命
」は
二
〇
二
〇
年
度

ま
で
の
中
期
的
な
課
題
と
位
置
づ

け
、
三
年
間
を
集
中
投
資
期
間
と

し
て
期
限
を
区
切
り
そ
の
実
現
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
経
済
に
お
い
て
も
、
外

国
人
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
観
光

産
業
が
好
調
な
こ
と
か
ら
全
体
と

し
て
は
緩
や
か
に
景
気
回
復
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
全
国
を
上
回
る

ス
ピ
ー
ド
で
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
み
、
後
継
者
や
人
材
の
不
足

に
よ
り
地
域
を
支
え
る
企
業
の
休

廃
業
率
が
高
ま
る
な
ど
、
地
域
の

活
力
低
下
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
北
海
道
商

工
会
議
所
連
合
会
で
は
、「
地
域

経
済
活
性
化
に
向
け
た
成
長
戦
略

の
実
行
」、「
中
小
企
業
の
生
産
性

向
上
・
成
長
力
強
化
」、「
地
域
の

暮
ら
し
と
産
業
を
支
え
る
社
会
資

本
の
強
靭
化
」
の
三
つ
の
視
点
か

ら
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

岩
見
沢
商
工
会
議
所
で
は
、
今

年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し

い
岩
見
沢
市
総
合
計
画
や
地
域
未

来
投
資
促
進
法
に
基
づ
く
国
の
同

意
を
受
け
た
市
の
基
本
計
画
に
よ

る
取
り
組
み
を
着
実
か
つ
強
力
に

連
携
・
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、

「
地
方
創
生
」を
実
現
す
る
施
策
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
新
庁
舎
建
設
に
関
し

ま
し
て
は
今
年
度
に
基
本
・
実
施

設
計
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

民
の
利
便
性
や
地
域
経
済
の
活
性

化
に
関
す
る
市
と
の
協
議
を
継
続

し
て
い
く
と
と
も
に
、
老
朽
化
し

た
現
商
工
会
議
所
会
館
に
つ
い
て
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

新
会
議
所
会
館
の
方
向
性
等
の
検

討
を
始
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
中
で
商
工
会
議
所

の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
平

成
三
十
年
度
も
自
主
財
源
を
基
本

に
し
た
運
営
基
盤
の
確
立
を
最
優

先
課
題
と
す
る
と
と
も
に
、
委
員

会
活
動
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、

会
員
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と

「
商
工
会
議
所
の
見
え
る
化
」を
目

指
し
て
、
以
下
の
重
点
課
題
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

◎
　
重
点
課
題

一
　

運
営
基
盤
の
確
立

　

‌�　

未
加
入
企
業
へ
の
勧
誘
や
現

会
員
の
口
数
増
加
、
退
会
防
止

な
ど
、
会
員
企
業
の
維
持
・
増

加
対
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、

財
政
基
盤
を
強
固
な
も
の
に
し

て
い
く
と
と
も
に
、各
種
保
険
・

共
済
制
度
等
の
一
層
の
拡
充
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

二
　

組
織
力
の
強
化

　

‌�　

会
議
所
職
員
の
専
門
知
識
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
企

画
力
や
交
渉
力
を
高
め
る
た
め

に
、
経
営
指
導
員
等
職
員
の
研

修
や
講
習
会
等
へ
の
派
遣
を
強

化
し
て
職
員
の
資
質
と
経
営
支

援
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
事
務
局
の
組
織
体
制
の
整

備
を
行
い
、
会
員
企
業
の
経
営

基
盤
の
確
立
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

三‌�

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
へ
の

対
応

　

‌�　

市
の
、「
岩
見
沢
市
総
合
戦

略
」と「
岩
見
沢
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
よ
る
先
導
的
な
取
り
組

み
を
着
実
か
つ
強
力
に
フ
ォ

事
業
活
動
計
画

平
成
三
十
年
度
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ロ
ー
し
て
い
く
と
と
も
に
、
雇

用
の
創
出
や
創
業
支
援
、
プ
レ

ミ
ア
ム
建
設
券
事
業
の
よ
う
な

経
済
効
果
の
高
い
施
策
の
実
施

な
ど
、
市
と
連
携
し
て
地
域
経

済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

四
　

健
康
経
営
の
推
進

　

‌�　

岩
見
沢
市
が
「
健
康
経
営
都

市
宣
言
」
の
認
定
を
受
け
、「
人

も
ま
ち
も
元
気
で
健
康
」
が
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
会
議
所
と

し
て
も
中
小
企
業
の
生
産
性
向

上
と
経
営
安
定
化
に
つ
な
が
る
、

企
業
に
お
け
る
健
康
経
営
の
推

進
に
つ
い
て
、
岩
見
沢
市
、
北

海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
「
健
康
企
業

宣
言
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

五
　

観
光
振
興
へ
の
対
応
　
　

　

‌�　

観
光
振
興
は
、
地
域
経
済
の

再
生
、
地
域
文
化
の
創
造
と
い

う
観
点
か
ら
、
重
点
的
な
取
り

組
み
が
必
要
な
分
野
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

‌�　

地
域
の
食
や
自
然
環
境
な
ど
、

特
色
の
あ
る
地
域
資
源
を
活
か

す
と
と
も
に
、
四
季
を
通
じ
て

の
安
心
安
全
な
交
通
手
段
の
確

保
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
へ

の
対
応
な
ど
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
新
た
な
観
光

の
方
策
に
つ
い
て
、
空
知
総
合

振
興
局
や
一
般
社
団
法
人 

岩

見
沢
市
観
光
協
会
と
連
携
を
図

り
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

六
　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進

　

‌�　

岩
見
沢
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

の
活
力
や
に
ぎ
わ
い
の
維
持
・

再
生
の
た
め
に
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
向
け
た
各
種
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
機
能
が

集
約
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

七
　

地
域
連
携
の
推
進

　

‌�　

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
各
地
域
が
人
口
減
少

に
対
す
る
危
機
意
識
を
共
有
し
、

市
町
村
エ
リ
ア
に
と
ら
わ
れ
な

い
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
共
通

の
地
域
資
源
や
特
性
に
応
じ
た

効
率
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
会
議
所
間
や

事
業
所
間
、
又
は
団
体
間
の
広

域
的
な
連
携
に
つ
い
て
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
食
産
業
と
観
光

産
業
、雇
用
創
出
と
人
材
確
保
・

育
成
や
地
域
公
共
交
通
の
確
保

な
ど
に
関
わ
る
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

八
　

北
海
道
新
幹
線
へ
の
対
応

　

‌�　

北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・

新
函
館
北
斗
間
）
が
開
業
と
な

り
ま
し
た
が
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
効
果
は
北
海

道
全
域
ま
で
拡
大
し
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
将
来
の
札

幌
以
北
延
伸
を
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
岩
見
沢
の
地
域
資
源
や

特
性
を
活
か
し
た
観
光
の
推
進
、

多
様
な
分
野
に
お
け
る
交
流
の

拡
大
に
つ
な
が
る
二
次
交
通
網

の
確
立
な
ど
、
北
海
道
商
工
会

議
所
連
合
会
や
岩
見
沢
市
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
関
係
機
関

と
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

九
　

経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定

　

‌�　

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発

展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促

進
す
る
た
め
の
「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
の
早
期
認
定
に
取
り

組
み
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
経

済
活
性
化
等
の
取
り
組
み
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

十‌�

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
・
軽
減

税
率
制
度
へ
の
対
応
支
援
と
事

業
承
継
税
制
の
活
用
支
援

　

‌�　

平
成
三
十
一
年
十
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の
引
上

げ
お
よ
び
軽
減
税
率
の
導
入
に

向
け
引
き
続
き
「
消
費
税
軽
減

税
率
・
転
嫁
対
策
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
、
国
の
施
策
の
周

知
・
活
用
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正

に
よ
り
拡
充
さ
れ
る
事
業
承
継

制
度
に
つ
い
て
も
周
知
・
活
用

支
援
を
行
い
、
地
域
内
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
各
種

施
策
を
活
用
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

十‌�

一
　

部
会
・
委
員
会
活
動
の
活

性
化

　

‌�　

第
二
十
八
期
新
体
制
の
中

で
、
各
委
員
会
で
の
活
発
な
協

議
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
雇

用
の
創
出
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
、
健
康
経
営
の
推
進
、
新

幹
線
の
早
期
延
伸
等
の
課
題
が

各
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、

商
工
会
議
所
と
し
て
の
機
能
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
各

委
員
会
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
商
工
会
議
所
の
見
え
る
化
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
新
庁
舎
建
設
に
関
し
ま
し
て

も
、
市
民
の
利
便
性
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
正
副
委
員
長
会
議
等
に
お

い
て
協
議
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

‌�　

ま
た
、
時
代
に
対
応
し
た
部

会
・
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

十
二
　

商
工
会
議
所
会
館
の
検
討

　

‌�　

老
朽
化
が
進
む
現
商
工
会
議

所
会
館
に
つ
い
て
総
務
委
員
会

を
中
心
に
、
地
域
経
済
の
拠
点

と
な
る
べ
く
、「（
仮
称
）
新
商

工
会
議
所
会
館
」
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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総
会
開
会
に
あ
た
り
、
会
頭
よ

り
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

「
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券
は
平

成
三
十
年
度
で
四
年
目
に
な

り
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
発
行
総
額
は

五
億
九
千
八
百
万
円
を
予
定
し
て

お
り
関
係
者
の
皆
様
に
特
段
の
ご

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

先
日
、
日
本
商
工
会
議
所
の
総

会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
参
加
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
何
度
も
お
話
を

し
て
い
ま
す
が
、
総
会
の
会
場
で

各
地
商
工
会
議
所
の
会
頭
は
壇
上

の
下
に
お
り
ま
す
が
、
青
年
部
の

会
長
と
副
会
長
は
日
本
商
工
会
議

所
の
会
頭
な
ど
と
同
じ
く
壇
上
に

お
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
四
月
か
ら

は
岩
見
沢
の
内
田
君
が
日
本
商
工

会
議
所
青
年
部
の
会
長
と
い
う
大

変
な
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
来
年
の
三
月
ま
で
皆
様
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
内

田
君
が
全
国
の
会
長
の
責
を
ま
っ

と
う
出
来
る
よ
う
に
支
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

第
二
回
通
常
議
員
総
会
の
審

議
・
報
告
事
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

な
お
、
各
議
案
と
も
異
議
な
く

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
付
議
事
項

議‌�

案
第
一
号　

平
成
二
十
九
年
度

各
会
計
収
支
補
正
予
算
書（
案
）

に
つ
い
て

議‌�

案
第
二
号　

平
成
三
十
年
度
事

業
活
動
計
画
書
（
案
）
に
つ
い

て
議‌�

案
第
三
号　

平
成
三
十
年
度
各

会
計
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ

い
て

■
報
告
事
項

報‌�

告
第
一
号　

新
規
会
員
加
入
に

つ
い
て

報‌�

告
第
二
号　

岩
見
沢
商
工
会
議

所　

諸
規
程
の
一
部
変
更
等
に

つ
い
て

（
一
）岩
見
沢
商
工
会
議
所
職
員
就

業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
二
）岩
見
沢
商
工
会
議
所
嘱
託
就

業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
三
）
岩
見
沢
商
工
会
議
所
育
児
・

介
護
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

（
四
）岩
見
沢
商
工
会
議
所
職
員
転

換
制
度
規
程
の
設
置
に
つ
い
て

（
五
）岩
見
沢
商
工
会
議
所
給
与
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
六
）岩
見
沢
商
工
会
議
所
退
職
金

の
積
立
並
び
に
退
職
給
与
の
支

給
規
程
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

（
七
）岩
見
沢
商
工
会
議
所
臨
時
職

員
、
雇
員
就
業
内
規
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

当
所
議
員
に
つ
い
て
、
左
記
の

と
お
り
議
員
職
務
執
行
者
変
更
の

届
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
ア
ク
サ
生
命
㈱
岩
見
沢
営
業
所

　
　
　

所　

長　

森　
　

正
治

（
退
任
：
所　

長　

鈴
木　
　

洋
）

■
㈱
北
洋
銀
行
岩
見
沢
中
央
支
店

　
　
　

支
店
長　

米
澤　

忠
祥

（
退
任
：
支
店
長　

佐
々
木
修
司
）

平
成
二
十
九
年
度  

第
二
回

通
常
議
員
総
会

平成30年度収支予算 自　平成30年4月  1日
至　平成31年3月31日

一般会計

退職給与特別会計

（収入の部）

勘定科目 本年度予算額

会 費 15,900,000 

負 担 金 1,890,000 

事業収入 20,150,000 

交 付 金 5,500,000 

雑 収 入 5,800,000 

繰 越 金 4,500,000 

合　　計 53,740,000 

（支出の部）

勘定科目 本年度予算額

事 業 費 11,310,000 

給 与 費 19,750,000 

福利厚生費 3,650,000 

旅費交通費 1,000,000 

事 務 費 2,680,000 

会 議 費 600,000 

渉 外 費 650,000 

公課分担金 450,000 

新会館調査費 600,000 

繰 出 金 12,550,000 

予 備 費 500,000 

合　　計 53,740,000 

（収入の部）

勘定科目 本年度予算額

雑 収 入 3,000 

繰 入 金 1,500,000 

繰 越 金 25,181,000 

合　　計 26,684,000 

（支出の部）

勘定科目 本年度予算額

退職給与金 26,684,000 

合　　計 26,684,000 

小規模事業特別会計

会館運営基金特別会計

（収入の部）

勘定科目 本年度予算額

補 助 金 36,550,000 

繰 入 金 5,350,000 

雑 収 入 1,000 

合　　計 41,901,000 

（支出の部）

勘定科目 本年度予算額

給 与 費 33,800,000 

旅 費 300,000 

事 業 費 1,020,000 

事 務 費 220,000 

福利厚生費 5,200,000 

会 議 費 250,000 

繰 出 金 1,000,000 

返 還 金 10,000 

予 備 費 101,000 

合　　計 41,901,000 

（収入の部）

勘定科目 本年度予算額

雑 収 入 5,000 

繰 越 金 54,805,000 

合　　計 54,810,000 

（支出の部）

勘定科目 本年度予算額

貸室保証金返還準備金 1,897,500 

引 当 金 52,912,500 

合　　計 54,810,000 

会館特別会計

退職給与特別会計

（収入の部）

勘定科目 本年度予算額

貸室収入 1,300,000 

需給負担金収入 750,000 

雑 収 入 30,000 

繰 入 金 6,700,000 

繰 越 金 500,000 

合　　計 9,280,000 

（支出の部）

勘定科目 本年度予算額

維 持 費 4,675,000 

管 理 費 4,535,000 

予 備 費 70,000 

合　　計 9,280,000 

（収入の部）

勘定科目 本年度予算額

雑 収 入 25,000 

繰 越 金 231,625,000 

合　　計 231,650,000 

（支出の部）

勘定科目 本年度予算額

商工振興準備金 231,650,000 

合　　計 231,650,000 

第
二
十
八
期

岩
見
沢
商
工
会
議
所

　

議
員
職
務
執
行
者

　
変
更
の
お
知
ら
せ
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岩
見
沢
商
工
会
議
所
で
は
、
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
当
市
の
商

工
業
者
を
広
く
ご
紹
介
す
る
「
い

わ
み
ざ
わ
商
工
名
簿
」
を
発
刊
し

ま
し
た
。
商
工
名
簿
は
市
内
商
工

業
者
を
知
る
数
少
な
い
資
料
と
し

て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
名
簿
に
は
会
員
及
び
特
定

商
工
業
者
の
約
一
四
〇
〇
事
業
所

を
業
種
別
に
記
載
し
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ

Ｏ
Ｍ
版
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
形
式

で
収
録
）
と
、
印
刷
版
の
二
種
類

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

尚
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
は
、
会

員
・
特
定
商
工
業
者
で
希
望
す
る

方
に
は
無
償
で
提
供
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
販
売
価
格

Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版

　

会
員
・
特
商　

無
料

　

非
会
員　

二
〇
八
〇
円（
税
込
）

印
刷
版

　

会　

員　

三
二
四
〇
円（
税
込
）

　

非
会
員　

四
三
二
〇
円（
税
込
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
岩
見
沢
商
工

会
議
所（
二
二
―
三
四
四
五
）運
営

課
ま
で

　

平
成
二
十
九
年
度
第
四
回
岩
見

沢
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

を
三
月
二
十
三
日
、
当
所
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

協
議
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○‌�

平
成
二
十
九
年
度
ま
ち
な
か
活

性
化
事
業
補
助
金
個
別
事
業
の

評
価
に
つ
い
て

　

今
年
度
に
採
択
さ
れ
た
九
事
業

の
う
ち
、
一
事
業
の
完
了
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ク
リ
ス
マ
ス

二
〇
一
七

・
事
業
費

　
　
　

一
、二
七
五
、六
九
九
円

・
補
助
金�

五
八
八
、〇
〇
〇
円

・
イ
ベ
ン
ト
参
加
人
数

　
　
　
　
　
　
　

二
、〇
五
〇
名

　

完
了
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
の
二
十
会
員
に
評
価
を
い

た
だ
き
、
次
年
度
以
降
の
活
性
化

事
業
の
効
果
向
上
に
活
か
す
と
と

も
に
、
事
業
申
請
時
の
参
考
と
し

て
い
き
ま
す
。

○‌�
平
成
三
十
年
度
ま
ち
な
か
活
性

化
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
の
募
集
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。
募
集
期
限
は
四
月

二
十
七
日
迄
と
し
、
居
住
者
人
口

の
増
、
歩
行
者
・
自
転
車
通
行
量

の
増
、
従
業
者
の
増
に
つ
な
が
る

中
心
市
街
地
内
の
事
業
を
対
象
に

審
査
の
上
、
事
業
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
※
補
助
金
を
利
用
す

る
た
め
に
は
別
途
補
助
申
請
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
事
務
局
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

○‌�

中
心
市
街
地
居
住
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
に
「
ま
ち
な
か
活
性

化
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
て
建

設
さ
れ
た
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
ま

い
の
方
を
対
象
に
、
中
心
市
街
地

へ
の
貢
献
度
を
確
認
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

○‌�

ま
ち
な
か
活
性
化
事
業
補
助
金

の
見
直
し
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
「
ま

ち
な
か
活
性
化
事
業
補
助
金
」
に

つ
い
て
、
事
業
の
評
価
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
今
後
の
見
直
し
に
つ
い

て
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
問
合
せ
先

岩
見
沢
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協

議
会
（
一
条
西
一
丁
目　

商
工
会
議

所
内
）�

電
話　

二
二

−

三
四
四
五

岩見沢商工会議所  新会員募集中！

商工会議所のサービスをご利用ください！

岩見沢商工会議所は、地域の総合経済団体として、地区内商工業者の声をとりまとめ、国や
北海道、岩見沢市等へ要望・提言活動を行っています。
より多くのご意見・ご要望を集約するため、岩見沢商工会議所では、新会員を募集中です。

金融相談 労務相談 法律相談 共済制度

など、いろいろ
あります！

お問合せはお気軽に岩見沢商工会議所まで！（ＴＥＬ：0126-22-3445）

税務・経理指導 各種保険制度会員交流会

講習会・セミナー 道内施設利用割引

い
わ
み
ざ
わ

 

商
工
名
簿
発
刊

2018
年版

〈〈
第
四
回
〉〉

岩
見
沢
市
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
開
催
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日
商
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査

（
早
期
景
気
観
測
）

【
二
月
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

二
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
▲
十
七
・
一
と
、
前
月
か
ら

▲
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
。
記

録
的
な
大
雪
・
寒
波
に
よ
る
客
足

減
少
や
物
流
混
乱
の
影
響
に
加

え
、
深
刻
な
人
手
不
足
、
鉄
鋼
や
農

産
物
な
ど
の
仕
入
価
格
の
高
止
ま

り
、
燃
料
費
の
上
昇
が
、
広
く
業
況

の
押
し
下
げ
要
因
と
な
っ
た
。
他

方
、
電
子
部
品
や
産
業
用
機
械
、
自

動
車
関
連
の
生
産
、
都
市
部
を
中

心
と
し
た
再
開
発
、
設
備
投
資
は

引
き
続
き
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

中
小
企
業
の
景
況
感
は
、
総
じ
て

緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い

る
も
の
の
、
足
踏
み
状
況
が
み
ら

れ
る
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
十
三
・
〇
（
今
月

比
＋
四
・
一
ポ
イ
ン
ト
）
と
改
善
を

見
込
む
も
の
の
、「
悪
化
」
か
ら
「
不

変
」
へ
の
変
化
が
主
因
で
あ
り
、
実

体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。
消
費
の
持
ち

直
し
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た

観
光
需
要
拡
大
、
生
産
や
設
備
投

資
の
堅
調
な
推
移
な
ど
へ
の
期
待

感
が
う
か
が
え
る
。
他
方
、
人
手
不

足
の
影
響
拡
大
や
、
原
材
料
費
・
燃

料
費
の
上
昇
、
コ
ス
ト
増
加
分
の

価
格
転
嫁
の
遅
れ
、
株
価
急
落
な

ど
不
安
定
な
金
融
市
場
の
影
響
を

懸
念
す
る
声
も
多
く
、
中
小
企
業

の
業
況
感
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

す
る
見
通
し
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
建
設
業

で
改
善
、
そ
の
他
の
四
業
種
で
悪

化
し
た
。
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。

【
建
設
業
】「
設
備
投
資
を
始
め
と

し
た
民
間
工
事
の
発
注
量
が
多

く
、
売
上
は
改
善
し
た
が
、
大
雪
で

工
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
工

期
の
延
長
は
避
け
ら
れ
な
い
」（
電

気
工
事
業
）、「
公
共
工
事
に
一
服

感
が
見
ら
れ
、
売
上
は
悪
化
。
鉄
鋼

な
ど
の
建
設
資
材
価
格
、
人
件
費

や
外
注
費
、
燃
料
費
等
の
上
昇
に

よ
り
採
算
も
悪
化
し
た
」（
管
工
事

業
）

【
製
造
業
】「
基
幹
部
品
の
需
給
逼

迫
が
深
刻
で
、
納
期
に
も
影
響
が

出
て
い
る
ほ
か
、
仕
入
価
格
や
燃

料
費
の
上
昇
が
収
益
を
圧
迫
し
て

い
る
」（
電
気
機
械
製
造
業
）、「
中

国
や
欧
州
な
ど
の
外
需
が
好
調
で

あ
る
た
め
、
売
上
は
改
善
。
最
大
の

課
題
は
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
で

あ
り
、
今
春
は
賃
上
げ
を
実
施
し
、

人
材
確
保
を
図
る
」（
自
動
車
部
品

製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
野
菜
の
供
給
不
足
に

伴
う
価
格
高
騰
に
よ
り
、
採
算
が

悪
化
し
た
ほ
か
、
消
費
者
の
買
い

控
え
か
ら
、
販
売
先
の
注
文
数
が

減
少
し
、
売
上
も
悪
化
し
た
」（
農

産
物
卸
売
業
）、「
今
春
の
大
手

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
業
務
用
酒
類
の

一
部
値
上
げ
を
見
越
し
た
駆
け
込

み
需
要
か
ら
、
今
月
の
売
上
は
増

加
し
た
。
今
後
は
値
上
げ
実
施
後

の
反
動
減
に
備
え
る
必
要
が
あ

る
」（
食
料
・
飲
料
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
降
雪
の
影
響
で
、
来
店

客
数
が
減
少
し
、
売
上
は
悪
化
。
株

価
の
急
落
な
ど
金
融
市
場
が
不
安

定
な
た
め
、
今
後
、
ブ
ラ
ン
ド
品

な
ど
高
額
商
品
の
需
要
が
減
少
す

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い

る
」（
衣
料
品
小
売
業
）、「
中
国
人

を
中
心
と
し
た
旺
盛
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
引
き
続
き
好
調
で
、

高
額
化
粧
品
な
ど
の
販
売
が
伸
び
、

売
上
は
前
年
比
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
」（
化
粧
品
小
売
業
）

  【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
の
人
件
費
上
昇
に
加
え
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
農
産
物
価
格
の

高
騰
が
収
益
の
圧
迫
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
し
ば
ら
く
価
格
を
据
え

置
い
て
い
た
が
、
値
上
げ
に
踏
み

切
る
ほ
か
な
い
」（
飲
食
業
）、「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
始
め
と
し
た
観
光

需
要
が
堅
調
で
、
客
数
・
客
単
価

と
も
に
増
加
し
た
。
だ
が
、
人
手
不

足
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
お
り
、

今
後
は
休
館
日
を
増
や
さ
ざ
る
を

得
な
い
」（
宿
泊
業
）

業況DI（前年同月比）の推移

 ※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ

１7年
9月 10月 11月 12月

１8年
1月 2月

先行き見通し
3月〜5月

全 産 業 ▲ 15.3 ▲ 16.0 ▲ 14.9 ▲ 13.3 ▲ 14.4 ▲ 17.1 ▲ 13.0

建 設 ▲ 7.4 ▲ 11.4 ▲ 10.0 ▲ 7.4 ▲ 13.6 ▲ 11.4 ▲ 14.7

製 造 ▲ 10.1 ▲ 9.3 ▲ 4.2 ▲ 6.7 ▲ 5.1 ▲ 10.1 ▲ 4.7

卸 売 ▲ 19.2 ▲ 13.1 ▲ 24.3 ▲ 17.4 ▲ 12.2 ▲ 20.8 ▲ 16.4

小 売 ▲ 31.4 ▲ 34.6 ▲ 31.7 ▲ 25.8 ▲ 25.2 ▲ 27.3 ▲ 24.8

サービス ▲ 10.8 ▲ 12.8 ▲ 10.9 ▲ 11.5 ▲ 16.1 ▲ 17.9 ▲ 9.2

４月２日㈪　初級複式簿記講座開講
　　　　　　第149回簿記検定試験申込受付開始
　　７日㈯　いわみざわ住宅新築＆リフォームフェア
　　　～８日㈰　（両日共10:00～16:00イベントホール赤れんが）
　　16日㈪　第213回珠算検定試験申込受付開始
　　17日㈫　会員向け無料労務相談
　　18日㈬　会員向け無料法律相談
　　19日㈭　日本政策金融公庫個別金融相談
　

５月10日㈭　第149回簿記検定試験申込受付締切
　　　　　　　※オンライン申込締切は５月９日㈬
　　14日㈪　第82回リテールマーケティング検定試験
　　　　　　申込受付開始
　　15日㈫　会員向け無料労務相談
　　16日㈬　会員向け無料法律相談
　　17日㈭　日本政策金融公庫個別金融相談
　　23日㈬　第213回珠算検定試験申込受付締切

～4月、5月の会議所行事予定～～4月、5月の会議所行事予定～
商工会議所で予定されている講習会、相談会、検定日程等の行事をお知らせします！
（4月1日現在）なおホームページでは、新情報を随時更新しています。
http://www.iwamizawacci.or.jp/
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賃
貸
借
と
民
法
改
正

【
最
近
の
民
法
改
正
】

　

民
法
の
う
ち
、
主
に
契
約
（
債

権
関
係
）
に
関
す
る
規
定
を
大
幅

に
改
正
す
る
改
正
民
法
は
既
に
成

立
し
、
平
成
三
十
二
（
二
〇
二
〇
）

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
年
三
月
十
三
日

に
は
、
成
人
年
齢
を
十
八
歳
に
引

き
下
げ
る
民
法
改
正
法
案
と
、
相

続
法
の
う
ち
配
偶
者
の
居
住
権
確

保
や
遺
留
分
に
関
す
る
規
定
の
改

正
、
新
設
等
を
主
な
内
容
と
す
る

民
法
改
正
法
案
が
国
会
に
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
ビ
ジ
ネ
ス
上
、
日
常

生
活
上
、
そ
し
て
家
族
関
係
上
重

要
な
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
今
回

は
既
に
成
立
し
た
改
正
民
法
（
債

権
関
係
）に
関
す
る
も
の
の
中
か
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
も
日
常
生
活
に
も
関

係
の
深
い
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て

か
い
つ
ま
ん
で
ご
説
明
し
ま
す
。

【
原
状
回
復
義
務
・
敷
金
】

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
改
正
前
は

明
文
の
規
定
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、借
主
が
賃
貸
借
契
約
時
に
原
状

回
復
義
務
を
負
う
こ
と
、こ
れ
に
は

い
わ
ゆ
る
経
年
劣
化
に
よ
る
も
の

は
含
ま
れ
な
い
こ
と
、
敷
金
に
つ

い
て
は
、
貸
主
か
ら
未
払
家
賃
等

と
の
相
殺
は
で
き
る
が
、
借
主
か

ら
の
相
殺
は
で
き
な
い
こ
と
等
々

の
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
あ
た
り
は
従
前
よ
り
賃
貸
借
契

約
書
等
で
手
当
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
と
大
き
な
差
は
な
い
で
し
ょ
う
。

【
契
約
期
間
中
の
修
繕
】

　

賃
料
を
取
っ
て
い
る
貸
主
に
は
、

借
主
に
ち
ゃ
ん
と
使
用
さ
せ
る
義

務
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
損
壊
等
が

あ
っ
た
場
合
に
は
貸
主
が
修
繕
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は

当
然
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
設
け
ら
れ
た
の
は
、
借

主
が
貸
主
に
修
繕
を
求
め
た
の
に

相
当
期
間
内
に
修
繕
し
な
い
場
合

や
、緊
急
事
態
の
場
合
に
は
、借
主

が
修
繕
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
規
定
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
貸

主
が
や
る
べ
き
こ
と
を
借
主
が
代

わ
っ
て
や
る
わ
け
で
す
か
ら
、
費

用
負
担
は
貸
主
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

【
借
主
の
保
証
人
の
保
護
】

　

前
回
、
不
特
定
の
債
務
を
保
証

す
る
「
根
保
証
」
の
場
合
は
、
ど

こ
ま
で
債
務
が
膨
ら
む
か
が
予
想

で
き
ず
、
保
証
人
や
相
続
人
に
酷

な
結
果
と
な
る
こ
と
が
あ
り
得
る

た
め
、
民
法
改
正
に
よ
っ
て
そ
の

責
任
の
制
限
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

根
保
証
の
典
型
例
の
ひ
と
つ
は

不
動
産
賃
借
人
の
債
務
の
保
証
で

あ
り
、
制
限
が
な
け
れ
ば
、
未
払

い
賃
料
や
原
状
回
復
費
用
等
に
つ

い
て
ど
こ
ま
で
膨
ら
む
か
も
わ
か

ら
な
い
の
に
保
証
人
は
全
て
責
任

を
負
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、今
回
の
改
正
で
は
、賃

借
人
の
保
証
を
含
む
個
人
根
保
証

全
般
に
つ
い
て
極
度
額（
上
限
額
）

を
定
め
な
け
れ
ば
効
力
を
生
じ
な

い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

記
事
協
力

弁
護
士
法
人
小
寺
・
松
田
法
律
事

務
所
　
岩
見
沢
事
務
所

電
話
　
二
二

−

三
三
八
〇

弁
護
士
・
小
野
田
　
充
宏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岩
見
沢
東
高
校
、
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
。
検
事
を
経
て
、
平
成

十
九
年
よ
り
弁
護
士
。
地
元
企
業

の
海
外
進
出
支
援
に
力
を
注
ぐ
。

　

岩
見
沢
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券
事

業
実
行
委
員
会
で
は
、
裾
野
の
広

い
住
宅
関
連
産
業
を
中
心
に
、
岩

見
沢
市
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
住
宅
環
境
の
向

上
を
目
的
に
、
岩
見
沢
プ
レ
ミ
ア

ム
建
設
券
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
岩
見
沢
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券

　

事
業
概
要

　

発
行
総
額
は
五
億
九
八
〇
〇
万

円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
十
五
％
で
、

一
口
五
万
円（
額
面
五
万
七
五
〇
〇

円
）
を
一
世
帯
二
十
口
ま
で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
購
入
者

は
岩
見
沢
市
民
限
定
で
す
。
建
設

券
の
販
売
は
平
成
三
十
年
六
月

一
日
か
ら
開
始
し
、
有
効
期
限
は

十
一
月
三
十
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.iw
a
m
iza
w
a
c
c
i.o
r.jp
/

k
e
n
se
tsu
k
e
n
3
0
/

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　

岩
見
沢
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券
事

業
実
行
委
員
会
（
岩
見
沢
商
工
会

議
所
内
）�
電
話
二
二

−

三
四
四
五

法
律
講
座

中
小
企
業
の
た
め
の

ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を4/16～ 6/29 に実施いたします。本キャンペーンは『商工会議
所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保障ニー
ズにお応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協力いただきますようお願い申し
あげます。

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の
　商工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

岩見沢商工会議所　運営課
（電話：0126-22-3445）

岩
見
沢
プ
レ
ミ
ア
ム

建
設
券
事
業
の
ご
案
内

事
業
者
登
録
も
受
付
中
で
す


